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「
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念
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
構
図

日
常
に
根
ざ
す
ア
ー
ト
と
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

石
原
み
ど
り

., 
M
尽
ミ
忌
言
d

a+a 10 097 
日常に根ざすアートとアートセラピー

., 

こ
の
数
年
、
筆
者
は
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
（
芸
術
療
法
）
回
の
共
同
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
。
ア
ー
ト
（
芸
術
）
を
手
段
と
し
て
治
療
あ
る

い
は
癒
し
の
た
め
に
用
い
る
実
践
を
芸
術
学
の
立
場
で
論
ず
る
こ
と
は
、
ア
ー
ト
を
目
的
と
す
る
近
代
主
義
的
芸
術
観
に
馴
染
ん
で
き
た

筆
者
に
と
っ
て
は
抵
抗
感
を
覚
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
研
究
に
あ
た
っ
て
は
近
代
的
芸
術
観
を
留
保
し
、

可
能
な
か
ぎ
り
中
立
的
な
視
点
で
実
態
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
実
態
や
現
代
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を

見
る
と
、
目
的
と
手
段
の
狭
間
を
行
き
来
す
る
よ
う
な
活
動
や
、
目
的
と
手
段
が
一
体
と
な
っ
た
よ
う
な
活
動
が
多
種
多
様
に
実
践
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
二
分
法
が
単
純
に
過
ぎ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
新
し
い
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
提
示

し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
ア
ー
ト
と
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
俯
諏
的
な
視
点
か
ら
考
察
し
た
い
。

日
常
濶
で
実
践
さ
れ
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

日
本
に
お
け
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
は
精
神
（
心
理
）
療
法
の
一
っ
と
し
て
確
立
さ
れ
て
き
た
。
近
代
的
精
神
医
療
も
明
治
期
よ
り
欧
米

に
学
ぶ
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
も
そ
の
流
れ
の
な
か
で
一
九
五

0
年
代
か
ら
徐
々
に
紹
介
さ
れ
、
日
本
に
馴

染
む
よ
う
修
正
・
考
案
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
や
臨
床
現
場
に
留
ま
ら
ず
、
日
常
場
面
で
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
目
的
は
、
健
康
な
人
・
未
病
の
人
・
慢
性
期
（
生
活
期
）
回
に
あ
る
人
の
健
康
維
持
・
増
進
、
病
気
の
予
防
、

Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の

向
上
や
、
社
会
的
あ
る
い
は
個
人
的
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
が
生
き
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
手
助
け
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
「
心
の
ケ
ア
元
年
」
と
な
っ
た
一
九
九
五
年
に
起
き
た
阪
神
淡
路
大
震
災
が
―
つ
の
契
機
と
な
り
、
九

0
年
代
後

半
か
ら
顕
著
に
増
え
始
め
た
。
そ
し
て
、
今
後
、
精
神
医
療
や
知
的
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
の
脱
施
設
化
1
1

地
域
生
活
へ
の
移
行
政
策
、

子
育
て
支
援
や
若
者
支
援
の
政
策
と
呼
応
し
て
、
多
分
野
で
さ
ら
に
需
要
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
日
常
圏
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が

冗
当
に
理
解
・
評
価
さ
れ
、
今
後
展
開
し
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
我
々
は
こ
れ
を
「
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
」
と
名
づ
け

研
究
に
着
手
し
た
。
ま
ず
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
自
称
「
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
」
や
「
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
」

と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
活
動
家
を
主
な
対
象
と
し
て
全
国
実
態
調
査
を
行
い
、
活
動
内
容
を
把
握
・
整
理
・
分
類
し
、
社
会
的
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表1Iアートセラピーを行うようになったきっかけ

A.アート系の勉強・仕事をするなかでアートセラピーに出会った

B.自分や家族、友人がアートセラビーやアートによって変化したり救われたりした

C.対人援助職の勉強や仕事をするなかでアートセラピーに出会った

D.その他

に
位
置
づ
け
つ
つ
、
課
題
や
問
題
の
解
決
策
を
模
索
し
て
き
た
[r]
。

全
国
実
態
調
査
[

7

]

か
ら
把
握
・
分
析
さ
れ
る
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
全
体
的
な
実
態
像
に
つ
い
て
は
報
告
書
に
あ
る

の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
特
長
に
し
ぼ
っ
て
論
を
進
め
よ
う
。
次
頁
の
表
2
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
事
例

を
八
件
選
び
活
動
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
随
時
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
人
口
に
比
例
し
て
全
国
各
地
に
存
在
す
る
こ
と
、
方
法
・
内
容
・

形
態
・
レ
ベ
ル
の
点
で
多
様
で
あ
り
、
混
然
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
活
動
の
発
生

の
仕
方
で
あ
る
。
表
1
を
見
る
と
、
回
答
し
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
の
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
「

A
」
、
す
な
わ
ち
ア
ー
ト
と
関

わ
る
な
か
で
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
機
能
を
発
見
し
そ
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
こ
と
を
活
動
の
契
機
と
し
て
い
る
（
た
と
え
ば
表
2

_
＃

11
、
#
1
2
、
#
2
4
)
。

そ

し

て

、

の

自

分

や

周

り

の

人

が

ア

ー

ト

セ

ラ

ビ

ー

や

ア

ー

ト

に

助

け

ら

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
「

B
」

れ
た
か
ら
と
い
う
（
た
と
え
ば
表
2
ー
＃

8
‘
#
2
3
、
#
2
4
、
#
2
7
)
。
こ
の
よ
う
に
、

ア
ー
ト
に
関
わ
る
活
動
や
表
現
行
為
の
過
程
で

ア
ー
ト
の
セ
ラ
ピ
ー
的
機
能
が
発
動
し
、
そ
の
機
能
の
重
要
性
や
必
要
性
を
認
識
し
た
人
が
、
各
現
場
に
応
じ
て
セ
ラ
ピ
ー

機
能
を
取
り
込
み
、
彼
ら
が
有
す
る
知
識
や
技
術
、
経
験
と
融
合
さ
せ
な
が
ら
多
様
に
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
活
動
方

針
や
ル
ー
ル
は
現
場
の
状
況
や
実
践
経
験
に
即
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
活
動
は
自
律
的
で
あ
る
（
た
と
え
ば
表
2
_
#
6
、
#
8
、

ま
た
キ
ャ
リ
ア
―
―

-
0年
以
上
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
高
齢
（
八
0
代
）
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

彼
ら
は
、
九

0
年
代
の
セ
ラ
ピ
ー
文
化
の
興
隆
と
そ
の
後
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
拡
大
以
前
か
ら
、
独
自
に
活
動
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
。
彼
ら
に
限
ら
ず
、
名
も
な
い
活
動
の
ほ
う
が
先
行
し
、
後
付
け
で
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
と
命
名
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
い

く
つ
か
見
ら
れ
る
。

こ
の
「
内
発
性
」
と
「
自
律
性
」
が
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
大
き
く
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
そ

う
す
る
と
、
日
本
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
牽
引
し
て
き
た
病
理
学
的
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
正
統
と
見
な
し
、
そ
れ
が
希
釈
さ
れ

社
会
の
心
理
主
義
化
の
時
流
に
乗
っ
て
隣
接
分
野
へ
と
派
生
し
て
い
っ
た
と
い
う
図
式
は
見
直
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
各
人
の
活

動
の
一
部
が
社
会
の
心
理
主
義
化
の
な
か
で
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
し
て
再
定
義
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

6
)
。

ー
＃
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表2I事例調査の内容 (8/27件）

＃事例番号・性別・年齢・経験年数 | ①立場・資格 ②アートセラビー活動の背景・内容
①発達支援の社団法人理事長、言葉の音楽療法学会・研究所主宰。音楽療法士、元小中学校教諭。

#6 
②学校の教育現場で音楽が発語を促すことを発見し、授業のなかで発音•発語教育を目的とした独自のメソッドを
確立した。最後の8年は小学校の特別支援学級を担任し、退職後は自宅に発語音楽療法の研究所を設立する。年金

ヵ国 で生計を立てながら、自宅や福祉施設にて各種障害児を対象に言葉の音楽療法を実践する。また数・時間•お金な
(80オ） どの概念や使い方など社会生活に必要なスキルも指導。リ 9ヽビリ的な（時に苦痛を伴う）言語訓練等では成果が出
30年 にくい子どもでもほぼ確実に進歩が見られる。いわゆる音楽療法ともリトミックとも異なる療育の一手段とみなせ

＊ る。メソッドの習得・実践には高い演奏技術等が不要で、保育士・支援者・保護者なども担い手となり得る。学会
組織を立ち上げ、自宅および全国でセミナーを行い後進育成・普及にも注力する。

①薬局代表、薬剤師。子どものアトリエ主宰。チャイルドアートカウンセラー、色彩心理カウンセラー。
#8 ②アートセラビスト自身の皮膚炎との苦しい付き合いや西洋医学の限界の実感から、疾患の背景に精神的問題があ

女
ると考え、心の問題に取り組む。アート好きもあり色彩心理を学び、児童期のある体験が抑圧的に作用してきたこ

(54オ）
とに気づき、それを認めて以来再発していない。色彩心理と漢方の陰陽五行がアートセラビストのなかで繋がり、

5年
心身一如という漢方の考え方とも合致することから、薬局で希望者にアート療法を提供し、心と体の両面から患者

＊ 
をケアする。並行し子どもの造形教室、漢方とアートセラビーの研究会。講座を各々月 1-2回開催。薬局の仕事は
人に任せ、自分はアート療法の実施や普及に専念していぎたい気持ちが強い。

①福祉レクリエーション・ワーカー、社会体育指導員、初級介護人、ミュージカル胴団主宰。
#11 ②大学在学中21歳で劇団を立ち上げ、ステージ活動で団員がどんどん肯定的に変化していく姿に、ミュージカルの

女
力を感じる。スクジオを数力所経営していたが阪神淡路大簑災で閉鎖、福祉施設で介護やレクリエーション活動を

(59オ）
開始。特養でパート勤務しつつ関連資格を取得、レクリエーションとセラピーを組み合わせた活動が増えていく。

20年
スポーッセンター、文化センターなどで体操やエアロビ、創作芝居（生徒自身のことを物語化する）の講師を務める。

＊ 
セラピー的アプローチ重視の旨を伝え、生徒は理解した上で受講。但しセラビー性を前面に出さず、ステージワー
クやレクリエーションとしての枠組にセラピー要素を組み込む。アートセラビーでの利益は全く考えていない。

①NPO法人・株式会社代表。画家、染織家。学校心理士、ガイダンスカウンセラー、アートセラビスト。
#12 ②中学の美術教師であったが学校の教育制度が合わず、出産を機に退職、自宅で作家活動・絵画教室活動を開始。

女
自由に描くこと、語らうことが行われ、アートセラビーが意図せずなされていた。その実績が積み重なり、周囲か

(56オ）
らの要請と協力のもと NPO法人を設立。幅広い年齢層を対象に、保健福祉や教育、企業など多岐の領域で活動。

21年
現在週5でスクールカウンセラーとして心理相談、カウンセリングを担当。近年、これまで独自に構築してきたアー

＊ 
トセラビーの手法をより多くの人に伝え、後身を育成することに力を注ぐ。法人運営を補うため株式会社も設立。
依然として資金繰りは困難なため自己借金で補填しつつ、活動を継続させている。

①アート教室主宰。画家、 TherapyArtist。元経営コンサルクント、元心理カウンセラー。
②心の赴くままアクリル絵の具で描く独自のスタイルの画家で、アート教室も主宰。一方、プロセス指向心理学を

#16 ベースとした心理カウンセラーとしても活動。やがて両活動の内容が融合する。その手法がプロセス指向心理学

男
の創始者A・ミンデル博士から評価を受け、彼の助言のもと独自の心理学的なアートセラピーの体系を構築。自宅、

(65オ）
文化センター、カルチャー・スクールで大人・子ども対象に教室を開講。 2時間で描画、作品から心的状態を読解。

20年
大人の場合、多くがカウンセリングヘと展開する。その他、児童養護福祉施設で絵画教室を担当。最近は、音楽を

＊ 
体系に組み入れる試みも行う。アートセラピーの本質がぶれないようにすれば、アートセラビストとは違う経営感
覚で収益化を図ることはでき、アートセラピーが専有化されていない領域だからこそ、独自の発想で自由なあり方

を追求できるとする。

①有限会社代表。アートセラビスト。
②1980年代未画廊に就職し、絵を見る・描くことの癒し効果に興味を持ち、「明る＜有意義な人生を送るための指

#17 針としてのアートセラピー」を目指す。当時、そうしたアートセラビーを学ぶ機関や教材はなく、また理解や支援

女
を得るのも難しい状況であったため、手探りで無料講座を行いながら独自のプログラム、分析方法、さらに養成課

(59オ）
程を構築。社会で働く人・働ける人＝心の自己コントロールができる状態の人を基本的な対象とし、主に企業向け
セミナーを実施。分析では、相手を見て否定的なことも軽快に指摘する。具体的な行動を提言することもある。近

20年
年はとくに女性の支援に力を注ぐ。 2004年に会社設立。社員時代に築いた人脈や企業人のネットワーク組織など

＊ を通じ営業活動を行うが、生計はアートセラビー的視点に立ったデザイン・企画・設計や絵画制作などの副業で立
てる。

①写真家、フォトセラビスト。元ブライダルカメラマン。
#23 ②アートセラビストが個人的に撮影・現像するなかで閉塞感を脱する出来事があり、写真の治癒的効果を実体験す

女
る。勤務の傍らフォトセラビー、アートセラビー、心理学、カウンセリングを学ぶ。撮影に重きをおいた WSを月

(44オ）
1-2回開催、また随時開講受付。心や感情の赴くまま被写体を選び自由に撮影したものには内面が表出しており、そ

5年
れらについて、セラピストや参加者たちとシェアリングする。また撮影自体に、自己の外へ意識を向かわせ外界か

＊ 
ら刺激を得させるセラビー的な効果がある。参加者は、フォト教室の生徒やカメラ好きの人、トイカメラに興味が
ある人が中心であるが、2014年後半にはセラピー目的で受講する人も出てきている。

①陶芸家、陶芸講師、アーッセラピーコーディネーター。
②東京の美大卒業後、陶芸家に弟子入りし教室の手伝いをするなか、障害者施設で共に指導する機会を得る。この

#24 経験から、帰郷後も作陶をしつつ、セラビー効果を意識した陶芸教室や陶芸セラビーを開講。これは陶窯が地域に

女
迷惑や危険を及ぼし得る分、地域社会への貢献としてお返したいという思いも含む。陶芸は退行しやすいことを踏

(44オ）
まえ、対象者の状態・目的に応じ年間でスケジュールを立て、内容を決める。芸術性を意識させぬよう汁意し、作

6年
陶技術は必要な時のみ伝授。その時々の気持ちが解放されるよう自由な場の形成・維持に務める。老人保健施設、
精神科病院デイケア（通所）でも実施。現在の資格では心理相談やカウンセリングは無理と考え、各施設の専門家
と相談・連携して WSを開催。

* 1 情報はアンケート調査で回答してもらった2012年度に関する内容に基づく。その後、報告書の作成にあたり情報掲戟の
許可を得る際、近況 (2013年10月時点）についても聞き、その内容を反映させている。

*2 ＊印はワークショップ (WS）、セッション、教室の参与観察を行った事例。
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表31アートセラピーの5系統

市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
で
は
「
表
現
行
為
や
表
現
さ
れ
た
も
の
を
通
し
て
自
己
の
内
而
や
抑
圧
さ
れ
た
感
情
に
気
づ
き
受
容
し
て
い

く
」
と
い
う
心
理
療
法
の
プ
ロ
セ
ス
に
類
す
る
こ
と
も
行
う
。
し
か
し
、
そ
の
守
備
範
囲
は
日
常
生
活
を
う
ま
く
生
き
て
い
く
た
め
の

市井のアートセラピーを「エンパワメント」と定義する

専門的な診断と治療の必要な人＝具体的に行動面や社会生活に問題

心理療法系
が生じている人、また精神疾患と診断される（診断され得る）人が対象。

問題・症状の緩和や治療の中心的あるいは補助的な手段として実施。

目指す内容として自己探知系と重なる部分が多い。

比較的健康度の高い成人が対象。気晴らし・ストレス解消・保養・癒し・

自己探知系
自己解放・自己発見・自己肯定・QOL向上などが主な目的。その他、

問題に向き合う、精神疾患を予防するなど、心理療法系につながる場

合もある。

脳機能障害の人が対象。機能回復、症状の進行抑制・緩和•安定な

どが目的。高齢者対象の認知症の予防、認知症の進行抑制・緩和・

リ9 ビヽリ系 安定も含む。 ADL（日常生活動作）や言語機能の向上、障害の自己

受容が目的であるリハビリテーションを補助あるいは牽引する。心理

面にも関わるが、基本的に心理療法ではない。

子ども・若者が対象。遊び要素のある自由な表現を通じ、抑圧からの

解放・自己表現の促進、自信を持たせ自己肯定感を高めることなどが

主な目的である。

発育支援系 種々の障害児に対しては、社会的自立、 QOLの向上を目指す「療育」

の一手段となる。表現方法の獲得や発語•発話能力の開発などを目

指す。心理療法につながる場合もあるが、基本的にそれとは異なる。

発育支援系には保育者に対する子育て支援の要素も含まれる。

各種障害のために通常のコミュニケーションや社会生活が困難な人、あ

るいはその症状の表れとして内発的に表現活動を行う人が対象。非

表現系
言語的な表現行為によって外部世界と接触・交流ができたり、充実し

た時間を過ごせたりすることでQOL向上を目指す。

その結果としての制作物がアート市場に出る可能性もある。心理面に

も関わるが、基本的に心理療法ではない。

次
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
分
類
を
示
し
て
お
き
た
い
。
最
初
に

見
た
よ
う
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
は
多
目
的
で
多
様
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
混
在
さ
せ
た
ま
ま
で
は
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る

た
め
、
一
定
程
度
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
先
行
研
究
に
お

い
て
筆
者
が
提
示
し
た
四
分
類
を
今
回
の
研
究
で
検
討
し
、
「
心

理
療
法
系
」
「
自
己
探
知
系
」
「
リ
ハ
ビ
リ
系
」
「
発
育
支
援
系
」

「
表
現
系
」
の
五
分
類
に
修
正
し
た
〔
表3
〗
。
特
に
「
自
分
探
し
・

自
己
啓
発
系
」
を
価
値
中
立
的
な
名
称
に
す
る
た
め
「
自
己
探
知

系
」
と
し
た
。
ま
た
社
会
化
の
途
上
に
あ
る
子
ど
も
を
対
象
と
す

る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
は
教
育
要
素
が
大
き
く
、
大
人
対
象
の
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
と
区
別
す
べ
き
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
新
た
に

「
発
育
支
援
系
」
を
加
え
た
。

こ
の
作
業
に
よ
っ
て
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
が
提
供
さ
れ
る
分
野
も

明
確
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
実
践
さ
れ
て
い
る
社
会
環
境
や
依

拠
す
る
社
会
制
度
に
応
じ
、
医
療
・
保
健
、
福
祉
、
教
育
、
能
力

開
発
と
い
う
四
分
野
と
な
る
。

., 
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「
支
援
」
で
あ
り
、
病
理
学
的
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
行
う
治
療
の
補
助
で
は
な
い
。
だ
が
彼
ら
の
活
動
を
適
切
に
表
す
名
称
が
な
い
た
め
、

病
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
発
展
さ
せ
て
き
た
「
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
」
「
正
し
い
知
識
と
技
術
に
基
づ
い
て
お
ら
ず
評
価
で
き
な
い
」
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
ア
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
だ
」
な
ど

の
誤
解
や
無
理
解
が
生
じ
て
い
る
。
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
が
自
己
規
定
し
社
会
的
立
場
を
確
立
す
る
に
は
、
ま
ず
病
理
学
的
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
と
の
共
通
性
と
相
違
性
、
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
適
切
な
名
称
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

我
々
が
行
き
着
い
た
、
今
の
と
こ
ろ
最
も
有
効
と
思
わ
れ
る
概
念
が
「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

e
m
p
o
w
e
r
m
e
n
t
」
で
あ
る
。
で
は
エ
ン
パ

当
初
こ
の
言
葉
は
、
中
世
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
教
会
が
領
主
に
一
定
の
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

0
ー
七
0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
運
動
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
、
さ
ら
に
世
界
各
地
の
南
北
問
題
や
障
害
者
運
動
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た

3
。
そ
こ
で
は
白
人
と
同
等
の
、
あ
る
い
は
男
性
と
同
等
の
、
あ
る
い
は
健
常
者
と
同
等
の
権
利
を
獲
得
す
る
と
い
う
意
味

、
、
、

合
い
が
強
か
っ
た
が
、
徐
々
に
意
味
が
転
換
し
、
現
在
で
は
「
そ
の
人
に
内
在
す
る
資
源
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
が
そ
の

、
、
、
、

資
源
に
気
づ
い
て
そ
れ
を
活
性
化
し
、
主
体
的
に
思
考
・
選
択
・
主
張
で
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
」
を
指
す
（
以
下
傍
点
「
、
」
は
筆

者
強
調
）
。
九

0
年
代
後
半
に
は
医
療
・
保
健
、
福
祉
、
教
育
な
ど
多
分
野
で
璽
要
視
さ
れ
始
め
、
日
本
で
は
二

0
0
0年
以
降
、

ワ
メ
ン
ト
に
閑
す
る
実
践
や
研
究
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
実
践
領
域
と
重
な
る
分
野
で
の
動
向
を
見
過
ご
す
手
は
な
い
。
確
か
に
す
で
に
評
価
を
ま

と
っ
た
概
念
の
適
用
は
、
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
特
長
で
あ
る
多
様
性
、
柔
軟
性
を
削
ぐ
危
険
も
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

卜
概
念
で
の
定
義
づ
け
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
。

ま
ず
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
全
体
を
セ
ラ
ビ
ー
要
素
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
要
素
の
両
尺
度
で
立
体
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
病
理
学
の
枠
組
か
ら
外
れ
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
「
セ
ラ
ピ
ー
と
い
え
る
か
否
か
」
と
い
う
議
論
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
立
場
が
明
確
化
し
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
理
念
を
行
動
の
指
標
に
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

ワ
メ
ン
ト
と
は
な
に
か
。

., 

ま
た
、
先
に
見
た
五
分
類
も
さ
ら
に
整
理
が
進
み
、
医
療
機
関
に
お
け
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
で
も
、
リ
ハ
ビ
リ
系
は
も
と
よ
り
タ
ー
ミ

エ
ン
パ

一
九
六
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言
え
ば
、

ナ
ル
ケ
ア
と
し
て
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
は
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
要
素
が
強
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
要
素
の
度
合
い
に
よ
っ
て
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
評
価
は
、
こ
れ
ま
で
の
心
療
的
評
価
甚
準
を
縮
小
し
、
自
己
肯
定
感
や

当
事
者
の
Q
O
L
状
態
を
把
握
す
る
な
ど
の
社
会
的
評
価
基
準
や
福
祉
的
評
価
基
準
を
拡
大
す
る
こ
と
が
童
要
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
全
体
の
基
盤
と
な
る
概
念
や
技
法
の
開
発
お
よ
び
普
及
に
お
い
て
は
、
精
神
病
理
学
の
知
見
と
心
理
療

法
と
し
て
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
牽
引
し
て
き
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
ア
ー
ト
の
も
つ
セ
ラ
ピ
ー
機
能
が
有
効
に
発
動
す
る
た
め
に
は

安
心
し
て
表
現
で
き
る
こ
と
、
表
現
を
強
要
さ
れ
な
い
こ
と
、
た
と
え
痛
み
や
傷
、
否
定
的
な
感
情
を
表
現
し
て
も
暴
走
し
な
い
枠
組
や

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
利
用
者
の
状
態
や
状
況
に
よ
っ
て
は
各
専
門
家
に
接
続
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
、
実
践

者
に
は
、
精
神
病
理
や
心
理
学
、
心
理
療
法
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ
、
か
つ
自
己
の
能
カ
・
立
場
を
客
観
的
に
認
識
す

る
能
力
、
自
分
が
ど
う
い
っ
た
人
々
を
対
象
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
で
き
る
の
か
を
見
極
め
る
判
断
力
が
必
要
で
あ
る
。
確
か
に
セ
ラ

ピ
ー
ブ
ー
ム
に
乗
じ
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
も
あ
り
、
急
速
に
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
増
加
す
る
な
か
で
能
力
不
足
の
者
も
硯
れ
、

安
全
性
に
欠
け
る
事
例
や
独
善
的
な
事
例
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
〔
渭
〗
。
利
用
者
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
適
す
る
指
標
と
評
価
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
[
勺
悶

も
う
―
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
概
念
が
当
事
者
ー
支
援
者
の
対
等
な
社
会
関
係
を
明
示
す
る
点
に
あ
る
。
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
の
理
念
と
し
て
、
支
援
者
は
、
当
事
者
の
潜
在
的
も
し
く
は
顕
在
化
し
た
病
気
や
欠
陥
に
注
目
し
専
門
的
権
威
者
（
治
療
者
）
と
し

て
関
わ
る
の
で
は
な
い
。
両
者
は
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
も
っ
た
人
間
同
士
と
し
て
出
会
い
、
協
働
的
で
対
等
な
関
係
を
構
築
す
る
[
渭
〕
o

市

井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
も
こ
の
理
念
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
取
れ
る
。
対
人
援
助
活
動
を
始
め
た
動
機
に
つ

い
て
の
自
由
記
述
に
は
、
「
援
助
活
動
と
思
っ
て
い
な
い
」
「
自
分
が
経
験
し
た
い
い
も
の
を
広
め
た
い
」
「
一
緒
に
楽
し
み
た
い
」
「
ア
ー

ト
が
好
き
だ
か
ら
」
「
自
己
成
長
に
な
る
」
「
美
術
教
育
に
不
安
を
感
じ
た
」
な
ど
が
あ
る

[
2
。
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス

ト
に
は
一
定
の
専
門
的
な
知
識
と
技
術
、
活
動
の
倫
理
が
求
め
ら
れ
る
が
、
当
事
者
に
対
し
て
治
療
者
的
立
場
で
向
き
合
う
の
で
は
な
く

寄
り
添
う
立
場
を
取
る
。
し
か
し
、
一
方
が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
必
要
と
す
る
社
会
的
弱
者
で
、
他
方
が
資
金
力
や
体
力
、
知
識
の
あ
る

ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
で
あ
る
場
合
、
ま
っ
た
き
意
味
で
対
等
に
出
会
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
も
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

こ
の
理
念
の
実
現
に
お
い
て
、
制
度
や
組
織
の
も
と
に
あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
教
師
と
い
う
専
門
職
、
す
な
わ
ち
当
事

., 
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現
代
の
ア
ー
ト
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

., 

エ
ン
パ
ワ
メ
ン

者
を
自
立
や
社
会
参
加
、
あ
る
い
は
集
団
生
活
へ
と
促
し
導
く
こ
と
を
使
命
と
す
る
者
は
実
は
不
向
き
で
あ
る
。
そ
の
点
、
比
較
的
自
由

な
立
場
に
あ
る
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
の
実
践
者
に
利
が
あ
る
と
い
え
る
。
と
い
う
よ
り
も
役
割
が
違
う
と
い
う
べ
き

だ
ろ
う
。
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
の
専
門
職
を
代
替
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
が
担
え
な
い
部

分
を
多
様
な
か
た
ち
で
補
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
自
立
や
社
会
参
加
へ
と
「
煽
る
」
こ
と
を
せ
ず
に
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
こ
の
新
た
に
得
ら
れ
た
「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
と
い
う
視
点
か
ら
現
代
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
見
た
時
、
ア
ー
ト
、
セ
ラ
ピ
ー
、

ど
の
よ
う
な
関
係
図
を
描
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
に
接
近
し
、

こ
れ
ま
で
芸
術
論
に
お
い
て
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
語
ら
れ
る
場
合
、
「
病
理
」
や
「
狂
気
」
「
無
意
識
」
と
、
そ
れ
ら
が
原
動
力
と
な
る

芸
術
創
造
（
た
と
え
ば
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
）
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
希
求
す
る
芸
術
（
た
と
え
ば
表
現
主
義
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
）
と
い
う

二
項
で
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
義
の
セ
ラ
ビ
ー
や
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
直

接
間
接
に
関
わ
る
様
々
な
ア
ー
ト
活
動
が
視
界
に
入
っ
て
く
る
。
現
代
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
見
渡
す
と
、
セ
ラ
ピ
ー
的
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
的
効
果
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
や
受
容
者
に
も
た
ら
し
て
い
る
活
動
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
九

0
年
代
か
ら
顕
著

わ
た
し

に
な
っ
た
、
自
己
や
周
囲
の
「
私
的
な
も
の
」
を
撮
る
セ
ル
フ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。
そ
の
代
表
と
い
え
る
映
画
監
督
河
瀬
直
美
は

「
自
分
が
な
い
」
と
い
う
空
虚
さ
を
埋
め
る
た
め
に
映
画
を
制
作
し
、
映
像
や
カ
メ
ラ
の
も
つ
魔
力
に
後
押
し
さ
れ
る
と
い
う
[
"
]
。
あ
る

い
は
地
域
の
人
々
が
主
体
（
作
り
手
）
と
な
る
ア
ー
ト
活
動
。

H
本
で
は
、
た
と
え
ば

E
N
V
I
S
I
（
代
表
吉
川
由
美
）
に
よ
る
「
き
り

こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
〔
T
]

や
釜
ヶ
崎
を
拠
点
に
活
動
す
る

N
P
O
法
人
「
こ
え
と
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
部
屋
」
（
通
称
「
コ
コ
ル
ー
ム
」
、
代
表
上

田
骰
奈
代
ご
想
な
ど
多
数
挙
げ
ら
れ
る
[
t
]

。
ま
た
、
す
で
に
見
て
き
た
と
お
り
、
調
査
で
も
ア
ー
ト
活
動
か
ら
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
へ

と
展
開
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
我
々
が
棚
上
げ
し
て
き
た
問
題
、
す
な
わ
ち
近
代
以
降
の
制
度
化
1
1
専
門
化
し
た
ア
ー
ト
と
、
セ
ラ
ピ
ー
、
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ト
を
通
底
す
る
も
の
と
境
界
づ
け
る
も
の
に
つ
い
て
、
今
、
考
察
す
る
段
階
に
来
て
い
る
。

本
稿
で
有
効
な
活
動
事
例
と
し
て
取
り
あ
げ
る
の
は
、
先
出
の
コ
コ
ル
ー
ム
の
活
動
で
あ
る
。
す
で
に
取
材
や
研
究
の
対
象
と
な
っ
た

り
、
活
動
の
一
っ
「
釜
ヶ
崎
芸
術
大
学
」
が
ヨ
コ
ハ
マ
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
1
4
に
招
聘
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
知
る
人
ぞ
知
る
存

在
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
活
動
の
背
景
と
展
聞
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
当
て
た
い
日
。

コ
コ
ル
ー
ム
は
、
大
阪
市
に
よ
る
「
現
代
芸
術
拠
点
形
成
事
業
『
新
世
界
ア
）
ツ
バ
ー
ク
事
業
』
」
（
二

0
0
1
―一年
1
)
[
旧
]
に
誘
わ
れ
開
設

さ
れ
た
。
運
営
の
手
伝
い
に
来
る
人
は
、
表
現
に
は
関
心
が
あ
る
が
、
生
き
方
に
迷
い
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
若
者
が
多

か
っ
た
。
調
理
師
免
許
を
持
つ
上
田
は
カ
フ
ェ
を
併
設
し
、
彼
ら
を
雇
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
や
客
た
ち
と
話
す
う
ち
に
、
就
労
や
仕
事
、
人

間
関
係
の
悩
み
、
生
き
づ
ら
さ
が
語
ら
れ
る
。
上
田
は
、
「
ア
ー
ト
系
だ
か
ら
問
題
解
決
に
は
ほ
ど
遠
い
。
で
も
自
分
を
ほ
ぐ
し
た
り
、

人
と
の
関
わ
り
を
柔
ら
か
く
す
る
卜
）
ク
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ら
企
画
で
き
る
」
（
上
田
、
二

0
一
六
年
、
五
0
頁
）
と
、
「
就
労

そ
し
て
お
隣
の
釜
ヶ
崎
と
も
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
表
現
活
動
が
彼
ら
の
生
活
の
足
し
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
つ
つ
、
彼
ら
の

声
を
聴
き
、
表
現
と
い
う
軸
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
大
阪
市
の
事
業
が
五
年
で
打
ち
切
り
と
な
っ
た
の
を
機
に
「
こ
の
ま

ち
を
生
き
る
、
あ
る
い
は
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
ひ
と
り
ひ
と
り
表
現
す
る
機
会
と
場
を
つ
く
る
」
と
し
て
釜
ヶ
崎
の
商
店
街
に
移
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
日
々
持
ち
込
ま
れ
る
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
に
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
な
っ
て
走
り
回
り
、
時

に
は
専
門
家
に
も
つ
な
ぐ
。
こ
う
し
た
日
常
に
お
け
る
関
係
の
構
築
が
コ
コ
ル
ー
ム
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
点
が
見
逃
せ
な
い
。

上
田
の
活
動
の
背
景
に
は
、
彼
女
自
身
の
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
な
が
ら
の
詩
作
や
他
者
と
の
協
働
的
な
表
現
活
動
が
あ
る
。
注
目
し
た

い
の
は
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
本
業
の
傍
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
し
て
い
く
な
か
で
「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
が
加
わ
る

こ
と
も
増
え
〔
…
〕
自
分
の
気
持
ち
を
表
す
経
験
を
重
ね
る
う
ち
に
参
加
者
の
表
情
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
表
現
の
可
能
性
を
感
じ
た
」

（
同
、
四
四
頁
）
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
上
田
も
ア
ー
ト
の
も
つ
セ
ラ
ピ
ー
的
機
能
を
自
ら
発
見
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
転
職

先
の
環
境
が
上
田
に
合
わ
ず
苦
労
し
て
い
た
と
き
見
出
し
た
の
が
、
や
は
り
「
こ
と
ば
の
力
、
声
の
力
」
だ
っ
た
。
意
思
疎
通
の
難
し
い

同
僚
ら
に
幼
少
時
代
の
こ
と
や
故
郷
の
こ
と
を
質
問
す
る
と
「
[
…
]
表
情
が
緩
み
、
声
ま
で
柔
ら
か
く
な
る
。
そ
ん
な
声
を
聞
く
の
が

私
は
好
き
だ
と
い
う
こ
と
に
き
づ
い
た
」
「
調
理
師
で
は
な
く
、
も
う
一
度
こ
と
ば
の
仕
事
に
戻
り
た
い
〔
…
〕
、

支
援
カ
フ
ェ
」
も
立
ち
上
げ
る
。

., 

J

こ
ろ
に
届
け
ら
れ
る
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以
前
に
我
々
が
考
案
し
た
関
係
モ
デ
ル
を
再
検
討
し
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ー
ト
に
つ
い
て
非
専
門
的
な
人
々
が
日
常
の
な
か

で
表
現
す
る
と
い
う
点
で
、
こ
こ
で
は
鶴
見
が
提
唱
し
た
「
限
界
芸
術
M
a
r
g
i
n
a
l
A
r
t
」
の
考
え
方
が
有
効
で
あ
る
。
限
界
芸
術
と
は
非

専
門
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
非
専
門
家
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ー
ト
と
生
活
が
浸
透
し
合
う
広
大
な
領
域
を
形
成
し
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
図
で
は
周
縁
部
が
大
き
く
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
芸
術
の
最
初
の
形
」
で
あ
り
、
「
純
粋
芸
術
・
大
衆
芸
術
を
生

で
は
、

コ
コ
ル
ー
ム
と
い
う
有
効
な
手
が
か
り
を
も
と
に
、

ヽ

ア
ー
ト

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、

ヽ

ア
ー
ト

., 

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、

セ
ラ
ピ
ー
の
関
係
モ
デ
ル

セ
ラ
ピ
ー
の
開
係
性
を
見
よ
う
。
図
1
は

よ
う
な
こ
と
ば
の
仕
事
を
し
た
い
」
（
同
、
四
七
頁
）
。
そ
う
し
て
表
現
の
世
界
に
復
帰
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
在
の
活
動
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
は
内
発
的
か
つ
自
律
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
と
の
共
通
性
を
見
出
せ
る
。

さ
ら
に
次
の
発
言
は
、
取
り
組
み
の
姿
勢
と
内
容
の
点
で
両
者
の
共
通
度
合
を
高
め
る
。
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
は
釜
ヶ
崎
に
招

い
て
作
品
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
（
傍
点
「
．
」
は
引
用
本
文
）
と
い
う
よ
う
な
代
弁
的
、
あ
る
い
は
搾
取
的
な
や
り
方
で
は
な
く
、
水
平
に
関

•••••••••••• 
わ
る
ひ
と
り
と
し
て
と
ら
え
る
」
（
同
、
五
一
二
頁
）
。
彼
女
が
却
下
す
る
の
は
、
表
現
の
専
門
家
と
し
て
招
待
さ
れ
、
表
現
方
法
を
持
た
な

、
、
、
、
、

い
人
々
の
代
わ
り
に
主
張
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
他
者
の
孤
独
や
困
難
を
材
料
に
し
て
自
分
の
表
現
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
田

は
「
表
現
〔
…
〕
は
、
そ
の
人
が
存
在
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
心
か
ら
思
え
る
場
が
あ
っ
て
初
め
て
で
き
る
」
（
同
、
五
五
頁
）
と
も
い
う
。

文
字
を
知
ら
な
い
た
め
に
笑
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
ず
っ
と
書
く
こ
と
を
拒
み
続
け
て
い
た
男
性
と
の
出
会
い
か
ら
こ
の
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
「
表
現
」
を
大
上
段
に
振
り
か
ざ
し
て
い
た
と
省
み
る
。
こ
う
し
て
活
動
の
背
景
お
よ
び
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
っ

て
い
く
と
、
上
田
が
こ
れ
ま
で
我
々
が
出
会
っ
た
有
能
な
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
と
重
な
っ
て
見
え
る
。
さ
ら
に
、
彼

女
は
そ
の
辺
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
よ
り
も
よ
ほ
ど
腰
が
据
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
上
田
は
「
詩
業
家
」
を
自
称
し
、
そ
の
活
動
を
「
硯
代

の
限
界
芸
術
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
丑
。
つ
ま
り
、
同
じ
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
の

意
識
が
セ
ラ
ビ
ー
効
果
の
発
動
に
あ
る
の
に
対
し
、
上
田
の
意
識
が
作
品
づ
く
り
に
置
か
れ
て
い
る
点
に
両
者
の
違
い
を
指
摘
で
き
る
。
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図1I日本におけるアート・セラピー・エンパワメントの位置関係

て ーノ
近代以降の制度化＝専門化したアート

む
力
を
も
つ
」
と
さ
れ
る
竺
。
「
純
粋
芸
術
」
と
は
専
門
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
そ
の
分
野
に
精
通
し
た
専
門

的
享
受
者
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
も
の
、
「
大
衆
芸
術
」
と
は
専
門
家
と
企
業
に
よ
っ
て
合
作
さ
れ
非
専
門
家

1
1

大
衆
に
享
受
（
消
費
）
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
上
田
の
活
動
は
本
人
も
認
め
る
よ
う
に
「
近
代
以
降
の
制
度

化
1
1
専
門
化
し
た
ア
ー
ト
」
の
周
縁
部
に
あ
り
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
交
差
す
る
部
分
を

構
成
す
る
。

「
ア
ー
ト
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
は
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
な
ら
び
に
、

な
い
が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
性
が
強
く
表
出
さ
れ
る
活
動
領
域
を
指
す
。
こ
の
活
動
領
域
に
は
、
純
粋
芸
術
に
向

か
う
よ
う
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
の
質
を
追
求
す
る
活
動
も
包
摂
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
上
田
の
活
動
は
も
と
よ

り
先
述
の
セ
ル
フ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
や

E
N
V
I
S
ー
の
活
動
な
ど
が
入
る
。
あ
る
い
は
大
衆
芸
術
は

享
受
者
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
活
動
や
作
品
の
宝
庫
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
ア
ー
ト
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
か
ら
純

粋
芸
術
へ
と
、
あ
る
い
は
限
界
芸
術
か
ら
純
粋
芸
術
へ
と
直
接
移
行
す
る
活
動
や
作
品
（
た
と
え
ば
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
・
ア
ー
ト
）
が
あ
る
た
め
、
両
者
の
境
界
を
接
す
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ス
ト
や
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
関
与
す
る
個
々
の
ア
ー
ト
活
動
が
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
我
々
は
こ
の
関
係
モ
デ
ル
を
考
案
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
ト

活
動
が
ど
の
あ
た
り
を
行
き
来
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
モ
デ
ル
に
照
ら
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

活
動
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
し
て
の
あ
り
方
や
立
場
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
も
し
そ
の
活
動
が
周

縁
部
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
質
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
効

エ
ン
パ
ワ
ー

果
を
免
罪
符
に
質
に
対
す
る
評
価
か
ら
逃
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
で
き
な
い
。
反
対
に
、
地
域
の
活
性
化
を
期

待
さ
れ
た
ア
ー
ト
活
動
で
あ
れ
ば
、
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
の
質
を
免
罪
符
に
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
効
果
に
対
す
る

評
価
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
病
理
学
的
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
ア
ー
ト
を
切
り
離
し
て
い
る
の
は
、
病
理
学
的
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
近

代
医
学
の
制
度
と
実
証
主
義
的
科
学
に
則
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
表
現
は
心
理
査
定
や
治
療
を
目
的
と
し
て
い

., 

セ
ラ
ピ
ー
と
は
呼
べ
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註

., 

る
こ
と
、
ま
た
そ
の
病
理
的
表
現
に
ア
ー
ト
と
し
て
の
質
が
認
め
ら
れ
る
の
は
全
体
と
し
て
は
極
め
て
少
数
で
あ
り
、
病
理
と
ア
ー
ト
を

直
結
さ
せ
る
ほ
ど
の
一
般
性
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

以
上
、

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
全
体
を
五
系
統
に
分
類
し
、
「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
病
理
学
志
向
の
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
志
向
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
峻
別
を
図
っ
た
。
そ
し
て
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
上
位
概
念
と

し
て
「
ア
ー
ト
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
を
設
け
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
的
ア
ー
ト
活
動
・
ア
ー
ト
作

品
を
連
続
的
な
も
の
と
し
て
把
握
し
、
三
者
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
に
、
鶴
見
が
提
唱
し
た
限
界
芸
術
論
の
類
型
を
現
代
の

ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
合
う
よ
う
に
布
置
す
る
こ
と
で
、
こ
の
関
係
モ
デ
ル
が
よ
り
明
確
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
分
類
と
関
係
モ
デ
ル
は
、

現
代
の
多
様
な
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
理
解
す
る
上
で
、
無
用
な
混
乱
や
誤
っ
た
関
連
づ
け
[
"
]
を
回
避
さ
せ
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
目
的
と

す
る
、
あ
る
い
は
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
要
素
を
強
く
帯
び
て
い
る
ア
ー
ト
活
動
・
作
品
を
論
じ
る
さ
い
の
―
つ
の
指
標
に
な
る
だ
ろ
う
。

石
原
み
ど
り
（
い
し
は
ら
・
み
ど
り
）

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
客
員
研
究
員
。
二

0
0八
年
頃
よ
り
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
研
究
。

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
（
芸
術
療
法
）
の
原
語
は
A
r
t
T
h
e
r
a
p
y
、
A
r
t
s
T
h
e
r
a
p
y
。
単
数
形
で
は
ほ
ぼ
「
絵
画
療
法
」
を
指
す
が
、
今
日
で
は
複
数
の
表
現
方
法
を
用
い
る
の
で

複
数
形
を
原
語
と
し
て
い
る
。
ど
の
訳
語
を
用
い
る
か
は
常
に
議
論
の
的
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
現
在
、
最
も
使
用
さ
れ
る
頻
度
が
高
い
「
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
」
を
採
用

す
る
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
、

art
、
arts
も
基
本
的
に
「
ア
ー
ト
」
を
用
い
る
。

慢
性
期
と
は
、
病
状
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
が
、
治
癒
が
困
難
な
状
態
が
続
い
て
い
る
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
再
発
予
防
や
身
体
機
能
の
維
持
・
改
善
を
目
指
し
な
が

ら
、
長
期
的
な
看
護
、
治
療
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
症
状
の
経
過
時
期
・
必
要
と
さ
れ
る
処
置
内
容
に
応
じ
て
、
慢
性
期
の
ほ
か
急
性
期
、
回
復
期
、
終
末
期
な
ど

に
分
け
ら
れ
る
。

本
研
究
は
、
筆
者
が
中
心
的
に
携
わ
っ
た
甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
に
よ
る
先
行
調
査
（
二

0
0
八
I
―
二
年
）
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
、
科
学
研
究
費
・
挑
戦
的
萌
芽

研
究
2
4
6
5
3
1
5
3

「
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
の
全
国
実
態
調
査
」
（
二

0
―
ニ
ー
一
四
年
度
、
研
究
代
表
者
・
兼
子
一
）
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
研
究
内
容
お
よ
び
成
果
報
告
に
つ

い
て
は
本
研
究
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ニ
1ttp://i.kinwu.ac.jp/A
T
A
S
/
に
て
公
開
し
て
い
る
。
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全
国
実
態
調
杏
で
は
、
最
初
に
ア
ン
ケ
ー
ト
（
二

0
―
二
年
度
の
活
動
に
関
す
る
質
問
）
を
行
い
、
続
い
て
回
答
者
の
う
ち
二
七
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
た
九
七
三
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
法
で
配
布
し
、
回
答
数
二
四

0
件
（
回
収
率
二
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
を

得
て
い
る
。

森
田
ゆ
り
『
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
人
権
』
（
解
放
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
、
四
頁
。

た
と
え
ば
東
日
本
大
震
災
の
後
、
傷
つ
い
た
子
ど
も
達
の
心
を
癒
し
た
い
と
む
や
み
に
水
彩
画
を
描
か
せ
、
か
え
っ
て
傷
を
深
め
る
と
い
っ
た
事
態
が
起
こ
り
、
専
門
家

か
ら
警
鐘
が
な
ら
さ
れ
た
。
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
記
事
「
『
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
』
か
え
っ
て
心
の
傷
深
く
な
る
場
合
も
」
（
二

0
1
―
年
六
月
一

0
日）、

http://www.asa,

h
i
.
c
o
m
/
s
p
e
c
i
a
l
/
1
0
0
0
5
/
T
K
Y
2
0
1
1
0
6
0
9
0
6
9
8
.
h
t
m
l
 (Iii
取
終
3

ア
ク
セ
ス
ニ

0
一
六
年
―
一
月
一
―

1
0
日）

こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
現
在
第
二
期
と
し
て
科
学
研
究
費
・
挑
戦
的
萌
芽
研
究
1
5
K
1
3
1
0
5
「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
ア
ー
ト
セ
ラ
ビ
ー
の
構
成

要
件
の
解
明
と
評
価
基
準
の
開
発
」
（
二

0
一
五
ー
一
七
年
度
研
究
代
表
者
・
兼
子
一
）
を
進
め
て
い
る
。

狭
間
香
代
子
『
社
会
福
祉
の
援
助
観
ー
ス
ト
レ
ン
グ
ス
視
点
・
社
会
構
成
主
義
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
ー
』
（
筒
井
書
房
、
二

0
0
一
年
）
、
九
六

-
1
0七
頁
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
五
択
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
「
そ
の
他
」
の
自
由
記
述
。

河
瀬
直
美
「
に
つ
つ
ま
れ
て
』
(
-
九
九
二
年
）
が
収
録
さ
れ
た

D
V
D
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
二

0
0九
年
）
所
収
「
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
映
像
お
よ
び
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
（
金
子
裕
子
に
よ
る
公
開
時
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
を
参
照
。

「
き
り
こ
」
は
、
南
三
陸
の
神
社
が
氏
子
の
た
め
に
半
紙
で
作
る
神
棚
飾
り
で
あ
る
。
こ
の
様
式
を
ま
ね
て
、
地
元
の
人
た
ち
の
宝
物
や
思
い
出
な
ど
を
切
り
紙
で
表
し
各

家
の
軒
先
に
飾
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
二

0
-
0年
に
行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
後
、
そ
れ
を
白
い
ボ
ー
ド
に
し
、
被
災
し
た
町
民
の
姿
や
思
い
を
表
す
短
文
と
と

も
に
、
流
失
し
た
家
の
跡
地
に
海
に
向
か
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
。
嵩
上
げ
工
事
に
伴
い
、
現
在
は
町
内
数
力
所
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
在
も
、
「
み
ん
な
の
き
り
こ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
き
り
こ
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
毎
夏
開
催
さ
れ
て
い
る
。

E
N
V
I
S
I
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

http://www.envisi.org
を
参
照
。

釜
ヶ
崎
（
大
阪
市
西
成
区
）
に
拠
点
を
置
き
、
釜
ヶ
崎
の
人
々
の
生
活
に
関
わ
り
な
が
ら
、
詩
作
や
朗
読
な
ど
の
表
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
コ
コ
ル
ー
ム
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
o
c
o
r
o
o
m
.
o
r
g
/
a
b
o
u
t
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
/
、
h
t
t
p
:
/
/
c
o
c
o
r
o
o
m
.
o
r
g
を
参
照
。

そ
れ
ら
は
社
会
学
的
観
点
か
ら
「
社
会
的
包
摂
social
inclusion
」
の
―
つ
の
有
効
な
あ
り
方
と
し
て
集
積
さ
れ
、
近
年
、
実
践
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
川
真

「
ア
ー
ト
に
よ
る
社
会
的
包
摂
？
」
「
地
域
に
根
ざ
し
た
ア
ー
ト
と
文
化
「
大
阪
市
泣
地
域
等
に
お
け
る
芸
術
活
動
促
進
事
業
」
活
動
報
告
書
』
（
二

0
一
六
年
三
月
）
二
九

ー
四
三
頁
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
上
田
個
奈
代
「
釜
ヶ
崎
で
表
現
の
場
を
つ
く
る
喫
茶
店
、
コ
コ
ル
ー
ム
』
（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二

0
一
六
年
）
を
主
に
参
照
。
本
書
か
ら
の
引
用

箇
所
は
、
本
文
中
に
頁
番
号
を
記
す
。

こ
の
事
業
は
、
現
在
は
閉
鎖
・
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
公
設
民
営
型
立
体
遊
園
地
、
新
世
界
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ゲ
ー
ト
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
多
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ら
に
地
域
市
民
の
た
め
の
活
動
を
十
年
計
画
で
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。

「
現
代
芸
術
創
造
事
業
A
r
t
C
o
n
n
e
c
t
e
d
 P
o
i
n
t
 N
e
t
w
o
r
k
ア
ー
ト
と
社
会
の
接
続
点
S
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
」
（
大
阪
市
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー

ト
事
業
実
行
委
員
会
主
宰
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
期
間
こ
一

0
0
八
年
七
ー
十
二
月
、
於
各
現
場
お
よ
び
大
阪
市
東
淀
川
区
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
コ
コ
）

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、
上
田
椴
奈
代
に
よ
る
総
括
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
o
c
o
r
o
o
m
.
o
r
g
/
p
r
o
j
e
c
t
/a
c
p
/
0
8
.
h
t
m
l
に
掲
載
。

鶴
見
の
限
界
芸
術
論
を
現
代
に
活
か
そ
う
と
す
る
福
住
は
、
一
九
五

0
年
代
と
現
代
で
は
社
会
的
状
況
が
異
な
り
、
「
純
粋
芸
術
と
大
衆
芸
術
が
そ
の
対
立
図
式
を
溶
解

., 
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さ
せ
な
が
ら
資
本
芸
術
の
も
と
で
混
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
（
福
住
廉
『
今
日
の
限
界
芸
術
』

(
B
a
n
k
A
R
T
1
9
2
9
、
二

0
0
八
年
）
三
八
、
四
二
頁
）
。
資
本
芸
術

と
は
資
本
が
ア
ー
ト
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
姿
を
指
す
。
福
住
の
新
た
な
図
式
化
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
検
討
で
き
な
い
が
、
確
か
に
、
中
流
層
の
爆
発
的
な
増
大
と
と
も

に
制
作
や
享
受
（
消
費
）
の
あ
り
方
が
差
異
化
し
、
よ
り
プ
ロ
に
近
づ
く
者
が
い
る
一
方
、
プ
ロ
は
「
マ
ニ
ア
」
「
お
た
く
」
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
主
流

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
純
粋
芸
術
と
大
衆
芸
術
の
境
界
が
も
は
や
明
確
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
理
念
モ
デ
ル
と
し
て
鶴
見
の
分
類
を
適
用
し
て
矛
盾
は
生
じ

な
い
と
考
え
る
。

た
と
え
ば
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
の
一
担
い
手
と
し
て
障
害
者
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
障
害
の
種
類
や
状
態
に
よ
っ
て
表
現
の
プ
ロ
セ
ス
や
本
人
に
と
っ
て
の
表
現
行

為
の
意
味
は
異
な
る
。
先
天
的
な
知
的
障
害
を
も
つ
場
合
、
そ
の
表
現
行
為
は
治
療
や
癒
し
と
い
う
よ
り
も
喜
び
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
創
作
が
始
ま
る
と
躊
躇
な
く
進
め

て
い
く
（
よ
う
に
見
え
る
）
姿
は
ま
る
で
表
現
意
欲
の
塊
の
よ
う
で
あ
る
。
分
類
表
で
は
そ
こ
に
着
目
し
、
「
表
現
系
」
と
し
て
い
る
。
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
に
病
理
学
的
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
い
る
必
要
は
な
く
、
彼
ら
の
表
現
欲
求
を
理
解
し
、
そ
れ
を
発
露
さ
せ
、
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
環
境
を
整
え
支
援
す
る
者
が
求
め
ら
れ
る
。




